


































要約:東京都では 3歳児聴覚健診を実施するにあたり、その有効性を確認するために、パイ

ロットスタディーを実施した。一回目のパイロットスタディーは 4箇所の保健所および保

健相談所において、3 歳児健診対象児に事前に聴覚検診アンケート用紙と、絵シートを送

付し、3 歳児健診時に回収し、全員に対して、ティンパノメトリー検査と耳鼻科医の診察

を行い、聴覚障害を疑われたものは医療機関にて、精密検査を実施した。結果の解析は東

京都母子保健サービスセンターの汎用コンピュータで SAS により行った。分析方法はアン

ケート各項目および簡易聴覚検査各項目について、項目相互の関係を単相関マトリックス

により、また、精密検診結果(難聴の有無)と各項目間の関係をχ2テストにより検討した。

さらに、異常を判別するのに寄与していると思われる項目について、数量化Ⅱ類分析を行

った。結果はアンケート項目では「話ことばがおかしい」「呼んでも返事をしないことがあ

る」「ことばが遅れている」「鼓膜切開を受けたことがある」「中耳炎にかかりやすい」「顔

や耳の変形がある」などが、難聴群と有意な関係があると思われた。また簡易聴覚検査で

は「指こすり」検査が難聴群を判別するのに寄与しているものと思われ、「ささやき声」検

査は単独では難聴群の判別にあまり寄与しないが、アンケート調査や「指こすり」検査と

組み合わせると、難聴群の判別に寄与すると考えられた。 


